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	応用
	抗原情報
	背景
	VAV2は、がん遺伝子であるVAVグアニンヌクレオチド交換因子ファミリーの2番目のメンバーです。造血細胞でのみ発現するVAV1とは異なり、VAV2の転写産物はほとんどの組織で発見されています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシングを受けた転写産物バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2008年8月],機能：Ras関連GTPaseのRhoファミリーのグアニンヌクレオチド交換因子。,類似性：CH（カルポニン相同）ドメインを1つ含む。,類似性：DH（DBL相同）ドメインを1つ含む。,類似性：PHドメインを1つ含む。,類似性：ホルボールエステル/DAG型ジンクフィンガーを1つ含む。,類似性：SH2ドメインを1つ含む。,類似性：SH3ドメインを2つ含む。,組織特異性：広く発現している。,
	研究分野
	アクチンダイナミクスの制御; AMPK
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	VAV2（リン酸化Tyr142）抗体を用いたNIH/3T3細胞の免疫蛍光染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	VAV2（リン酸化Tyr142）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	TNF 20 ng/ml 30μL処理したHeLa細胞およびK562細胞のライセートを、VAV2（リン酸化Tyr142）抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。

